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(3) ルテニウムカルボニルを触媒として用いることにより， α ， β-不飽和イミン類と一酸化炭素との [4 + 1 J 
環化付加反応が効率良く進行することを明らかにしているD この反応に関して，種々の骨格のイミン類を基質
に用いることで，従来報告されている類似反応より一般性が高いことを明らかにしている。
以上のように，本論文は一酸化炭素を一成分とする，新しい型の触媒的環化付加反応について述べたものである。
これらの成果は，均一系触媒化学の分野だけでなく，広く有機金属化学，さらには有機合成化学の分野に対しても貢
献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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